
緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容
前年度より参加部門を増加させ、参加料収入を目指したがコロナ禍
により増えなかった。

うち障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

37 人
参加者に対する

運営スタッフの割合
18.9 ％

計 109 70 14 3 196

うち地域住民の参加人数(開催地に
住む方）

79 人 地域住民参加割合 40.3 ％

46 10 2 116

女性 51 24 4 1 80

募集方法
当連盟ホームページ、フェイスブック掲載による周知、会員への募集要項送付、沖縄県内での開催
要項配布により周知し、全国各地から参加者を募った。

参加対象者 部門によって異なるが、小学生以上であれば、誰でも参加可

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

196 人 総参加人数 196 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 58

8

共催者

年 8 月 21 日

主催者 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟

月 20 日

令和４年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟

特定非営利活動法人フレンドリー情報センター

開催場所 豊見城市民体育館

事業名 第23回キンボールスポーツジャパンオープン・フレンドリーカップ

事業の成果

・コロナ禍における大会として感染対策を徹底して実施。次回以降の大会運営への礎となった。

・感染者が多い時期ではあったが、多くの協力団体の力を借りて大会を実施することができた。大
会参加、上位入賞・優勝を目標に練習を継続する者が集合し、微力ながらスポーツ人口の減少に歯
止めをかけることができた。

・開催地の沖縄県では、すべての大会も含めて3年ぶりにキンボールスポーツ大会を開催することが
できた。このことにより、沖縄県内での今後の大会開催、競技普及等がコロナ禍より前の形に戻っ
ていく動きが見られた。

事業に対する評価

・新型コロナウイルス感染症拡大予防対策等においても対応することができ、アンケートにおける
参加者の評価も高かった。新型コロナウイルス感染症拡大予防対策では、行き届かない点もいくつ
かあった。今回の経験を今後に生かしていく。

・多くの部門の参加チームの集まりが予想に反して、少なかった。コロナ禍での活動により、全国
からの参加を躊躇したチームが多かったと考えられる。

～ 令和 4

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 令和 4 年

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった



令和４年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟

事業名 第23回キンボールスポーツジャパンオープン・フレンドリーカップ

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 当日参加者アンケートを配布した。

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

行った 行わなかった

HPで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他


